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会議の 

基本方針 

持続可能な会員拡大の仕組み化 

会議の 

設置背景 

当 LOM は、入会歴の浅いメンバーが多数を占め、拡大活動が一部の個人に依存しています。

そのため、会員拡大ができるメンバーが卒業することによって、徐々に入会者数が減少してい

ます。その原因として、メンバー全員が会員拡大に関わる機会がないことが挙げられます。継

続的に安定して入会者数を伸ばしていくには、組織全体で体系的に会員拡大に取り組むため

の仕組みづくりが必要不可欠です。 

会議の 

設置目的 

メンバーが会員拡大におけるそれぞれの役割を果たすとともに、新入会員候補者を入会に導く

ことができるように成長することで、継続的に安定して入会者数を伸ばしていく会員拡大の仕組

みを構築することを目的とします。 

会議 

概要 

 

1. メンバー全員が参画する会員拡大の仕組みづくり 

会員拡大活動に全メンバーが主体的に関われるように、2025 年度に作成した拡大候補者の情

報共有やアプローチ、クロージングの役割分担の仕組みをブラッシュアップし、全員で成果を実

感できる体制を整えます。月に 1 度の拡大会議を開催し、目標設定と拡大活動の報告を行い

ます。会員拡大の状況について、常にメンバー間で情報共有を行うことによって会員拡大への

モチベーションを上げ続けます。また、定期的に会員拡大懇親会を開催することで、新入会員

候補者を入会に導く機会を創出します。 

◆パートナー 

1) 愛知ブロック協議会（候補者訪問の協力） 

2. 新入会員募集の担当 

新入会員候補者を当 LOM の正会員として受け入れるにあたり、新入会員銓衡委員会を開催し

ます。また、新入会員銓衡委員会後に開催するオリエンテーションとして、JCプログラムのVMV

を改修した「海部津島版 VMV」を行います。 

◆パートナー 

1) なし 

3.新入会員オリエンテーションの担当 

新入会員予定者および入会間もないメンバーに対し、青年会議所の理念・活動内容・役割を理

解してもらう機会を提供するものです。参加者が主体的に青年会議所活動に参画できるように

導くとともに、会員拡大活動ができるメンバーとして育成することを目指します。オリエンテーシ

ョンについては、「JCI ACHIEVE」「JCI IMPACT」「JCI ADMIN」の 3 つとします。 

◆パートナー 

1) 日本青年会議所 JC プログラム推進委員会(JC プログラムの開催) 

 


